
北
海
道
利
尻
・
礼
文
島

最
北
離
島
の
寺
院
は

ニ
シ
ン
漁
の

盛
衰
と
と
も
に
あ
っ
た

囲
圏

も

図

回

息

稚内
園田

島国
田
園

⊥
′
イ

題
田
圃

〆
。
8
o
陸
利

-
圏

開
聞

思
。
タ
ダ
夕

さ
一
つ

∵
∴
ヾ
〇

四
四

4
ノ

困利
尻
島

《
人
口
減
少
)
若
者
は
職
を
求
め
て
島
を
離
れ
、

老
人
も
や
が
て
後
を
追
い
、
急
激
に
過
疎
化
が
進

行
し
た
。

利
尻
島
は
、
北
海
道
の
最
北
端
稚
内
か
ら
西
へ

フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
で
二
時
間
の
航
程
に
あ
る
北
の

海
に
浮
ぶ
離
島
で
あ
る
。
礼
文
島
は
さ
ら
に
北
、

航
程
一
時
間
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
行
政
的
に

は
利
尻
島
が
東
利
尻
町
、
利
尻
町
の
二
町
か
ら
、

礼
文
島
が
礼
文
町
の
一
町
か
ら
成
る
。

人
口
が
著
し
く
減
少
し
て
お
り
、
利
尻
島
で
は

昭
和
三
〇
年
の
二
万
一
、
二
五
九
人
か
ら
昭
和
五
五

年
に
は
一
万
一
、
八
五
五
人
へ
、
礼
文
島
で
は
同
じ

く
九
、
八
七
四
人
か
ら
五
、
九
五
一
人
へ
と
そ
れ
ぞ

れ
四
四
%
、
四
〇
%
の
人
々
が
流
出
し
た
。

昭
和
二
八
年
を
最
後
と
し
て
ニ
シ
ン
が
全
く
獲

れ
な
く
な
り
、
主
産
業
の
漁
業
に
見
切
り
を
つ
け

て
人
々
は
島
を
去
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
今
は

人
口
増
減
が
横
ば
い
で
あ
る
が
、
働
け
る
若
者
が

流
失
し
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
状
態
だ
か
ら
だ
と
い

>
フ
。《

利
尻
・
礼
文
関
数
の
歴
史
)
来
島
者
は
出
身
地

で
の
宗
旨
を
か
た
く
な
に
守
り
通
し
て
き
た
。

明
治
に
な
っ
て
か
ら
、
「
浜
に
札
束
が
つ
き
あ
が

る
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
豊
富
な
ニ
シ
ン
を
求
め
て

移
住
し
た
人
々
が
、
故
郷
の
先
祖
伝
来
の
宗
教
を

移
入
す
る
と
と
も
に
、
明
治
二
〇
年
以
降
に
は
仏

教
各
派
は
説
教
所
や
寺
院
を
次
々
に
設
立
し
て
い

っ
た
。

移
住
者
の
中
で
は
浄
土
真
宗
が
盛
ん
な
石
川
県

か
ら
の
人
々
が
一
番
多
く
、
「
能
登
衆
」
「
加
賀
衆
」

と
呼
ば
れ
浄
土
真
宗
が
盛
ん
に
な
る
も
と
と
な
っ
た
。

現
在
、
利
尻
島
に
は
、
浄
土
真
宗
系
六
、
禅
宗
系

四
、
日
蓮
宗
三
、
浄
土
宗
二
、
計
一
五
力
寺
あ
り

礼
文
島
に
、
浄
土
真
宗
二
、
浄
土
宗
二
、
禅
宗
系

二
、
日
蓮
宗
二
、
計
八
力
寺
の
寺
院
が
あ
る
。

《
檀
家
の
減
少
)
急
激
な
檀
信
徒
の
減
少
で
、
寺

院
の
経
営
が
困
難
と
な
り
、
後
継
者
に
も
恵
ま
れ

な
い
本
案
寺
院
。

昭
和
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
激
し
い
人
口

の
流
出
で
、
過
疎
化
が
進
行
し
、
調
査
を
し
た
日

蓮
宗
五
力
寺
で
は
一
寺
院
の
例
外
を
除
い
て
、
檀

家
が
最
初
の
三
〇
%
に
ま
で
減
っ
た
。
例
外
の
一

寺
院
は
港
と
空
港
が
あ
る
利
尻
島
の
中
心
地
鴛
泊
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(
お
し
ど
ま
り
)

に
あ
っ
て
、
か
つ
、
一
〇
キ
ロ

余
り
離
れ
た
沓
形
地
区
の
無
住
寺
を
統
合
し
た
例

で
あ
る
。

ニ
シ
ン
漁
が
途
絶
し
て
起
っ
た
構
造
的
不
況
に

あ
え
ぐ
地
域
の
中
で
教
師
は
、
数
少
な
く
な
っ
た

檀
家
を
ど
の
よ
う
に
教
化
し
、
寺
院
を
護
持
し
て

い
く
の
か
。
し
か
も
、
他
宗
寺
院
で
は
す
べ
て
後

継
者
が
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
蓮
宗
寺
院
で
は
、
後
継
者
難
の
苦
渋
が
う
か
が

え
る
。

《
日
蓮
宗
寺
院
五
力
寺
の
現
状
)

(
A
寺
)
離
島
の
児
童
福
祉
・
幼
児
教
育
に
生

き
る
。
(
東
利
尻
町
忠
勝
)

現
住
職
が
昭
和
二
八
年
に
派
遣
開
教
師
と
し
て

来
島
し
た
時
は
、
三
年
後
に
は
内
地
に
戻
る
つ
も

り
で
あ
っ
た
。
当
時
番
屋
の
よ
う
な
小
屋
、
裸
電



球
が
吊
し
て
あ
る
寺
に
入
っ
て
、
島
流
し
に
あ
っ

た
よ
う
な
暗
澹
た
る
気
持
ち
を
味
わ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
大
人
た
ち
が
ニ
シ
ン
漁
に
忙
殺
さ
れ
て

い
る
間
に
、
子
供
達
が
水
死
や
事
故
で
犠
牲
に
な

っ
て
い
る
現
実
を
見
て
、
本
堂
で
保
育
園
を
開
設

し
た
(
写
真
1
)
。

こ
れ
ま
で
千
余
名
の
園
児
を
送
り
出
し
、
今
で

は
「
島
の
良
寛
さ
ん
」
と
慕
わ
れ
る
住
職
は
、
在

島
三
五
年
、
地
域
の
人
々
と
苦
楽
を
共
に
し
た
教

化
活
動
を
通
し
て
信
頼
を
得
て
い
る
。

現
在
、
檀
家
は
一
〇
六
戸
か
ら
四
〇
戸
に
減
少
。

寺
は
年
間
九
〇
万
円
の
檀
家
の
拠
出
金
で
営
臆
さ

れ
、
月
回
向
ま
わ
り
が
主
な
布
施
収
入
で
あ
る
。

住
職
の
三
人
の
子
息
は
島
を
離
れ
、
後
継
者
で
は

な
い
。

住
職
は
「
一
力
寺
ご
と
の
力
が
弱
く
な
っ
た
今
、

宗
門
の
力
で
離
島
寺
院
が
相
互
に
利
用
で
き
る
布

教
情
報
セ
ン
タ
ー
を
建
て
ら
れ
れ
ば
法
の
輪
を
広

げ
る
可
能
が
あ
る
の
だ
が
」
と
提
言
し
て
い
る
。

(
B
寺
)
無
住
寺
を
信
仰
の
寺
に
復
興
し
た
。

(
東
利
尻
町
鴛
泊
本
町
)

こ
の
地
区
の
有
力
な
網
元
が
、
島
で
の
漁
業
を

見
限
っ
て
稚
内
に
転
出
し
、
従
業
員
も
そ
ろ
っ
て

移
住
し
て
い
っ
た
た
め
に
、
B
寺
の
檀
家
は
一
二

〇
戸
か
ら
六
七
戸
に
減
っ
た
。
残
っ
た
住
民
一
七

〇
人
は
老
人
世
帯
、
独
居
老
人
が
多
い
。
「
自
分
た

ち
の
代
で
島
は
終
わ
り
だ
。
一
〇
年
後
、
お
寺
の

檀
家
は
ど
れ
く
ら
い
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
。

B
寺
が
か
つ
て
住
職
常
住
で
な
か
っ
た
頃
「
離

島
の
少
数
檀
家
寺
で
は
今
後
成
立
っ
て
ゆ
か
な
い
、

統
合
す
べ
し
」
と
い
う
意
見
が
多
数
の
檀
家
か
ら

出
て
、
あ
る
寺
院
へ
の
合
併
統
合
が
考
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
五
、
六
戸
の
檀
家
が
反
対
し
て
不
成
立

に
終
わ
り
、
併
合
の
困
難
さ
を
知
ら
さ
れ
た
と
い

う
。
B
寺
の
住
職
は
、
柔
道
六
段
と
い
う
特
技
を

生
か
し
て
青
少
年
育
成
・
社
会
教
育
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
過
疎
地
の
無
住
寺
か
ら
常
住
寺
へ
、
困

難
な
環
境
の
も
と
で
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
い
る
。

(
C
寺
)
ニ
シ
ン
漁
が
途
絶
え
構
造
的
不
況
が

定
着
し
た
た
め
に
、
護
持
が
不
安
定
で
あ
る
。
(
東

利
尻
町
鴛
泊
本
町
)

C
寺
は
島
の
産
業
・
経
済
・
観
光
の
中
心
地
で

l
あ
る
鴛
泊
に
あ
り
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。
檀
家

は
昭
和
初
期
の
六
〇
戸
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
に
隣

村
の
寺
を
併
合
し
て
二
〇
戸
増
え
、
さ
ら
に
現
在

は
一
〇
〇
戸
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
同
地

区
の
人
口
は
漸
減
状
態
に
あ
る
。
住
民
の
収
入
の

中
心
で
あ
る
漁
業
収
入
は
、
一
人
当
り
年
間
九
〇

万
円
前
後
で
あ
り
、
か
つ
て
の
ニ
シ
ン
漁
の
比
で

は
な
い
。
冬
期
間
の
出
稼
ぎ
や
、
水
産
加
工
関
係

の
日
銭
稼
ぎ
は
他
地
区
よ
り
多
い
が
、
離
島
の
過

疎
地
が
経
済
的
に
不
安
定
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。

ま
た
鴛
泊
は
利
尻
島
の
観
光
の
玄
関
口
で
あ
り

短
い
夏
の
間
に
三
八
万
人
が
訪
れ
る
が
、
こ
れ
と

て
も
島
の
経
済
を
支
え
潤
す
も
の
で
は
な
い
。

一
見
恵
ま
れ
た
C
寺
で
あ
る
が
、
寺
院
を
護
持

す
る
檀
家
の
生
活
不
安
は
深
刻
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
か
っ
た
。

(
D
寺
)
開
拓
地
関
数
に
生
涯
を
か
け
て
住
職

五
〇
年
。
(
礼
文
町
香
深
)

D
寺
は
昭
和
二
〇
年
代
に
一
五
〇
戸
の
檀
家
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
四
七
戸
に
な
り
、
島
内
全
寺

院
の
中
で
最
少
で
あ
る
。
寺
の
維
持
の
困
難
さ
が

想
像
さ
れ
る
の
だ
が
、
現
在
、
庫
裡
増
築
事
業
が

進
行
中
で
あ
る
。
三
宝
尊
の
修
復
や
堂
字
の
整
備

の
多
く
は
、
住
職
が
布
施
収
入
の
す
べ
て
を
そ
そ

ぎ
込
ん
で
進
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

ニ
シ
ン
漁
が
盛
ん
な
時
に
は
、
航
海
の
安
全
・

豊
漁
の
祈
祷
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
来
話
者
の
う

ち
四
〇
%
は
他
宗
の
人
々
で
あ
っ
た
。
来
島
以
前

の
宗
旨
を
固
く
守
っ
て
い
た
人
々
の
中
に
も
修
法

布
教
が
緑
と
な
っ
て
改
宗
す
る
人
も
あ
っ
た
。

住
職
歴
五
〇
年
の
N
老
僧
は
、
か
つ
て
陸
別
の

法
華
村
に
説
教
所
(
前
啓
寺
)
を
開
き
、
開
拓
者

の
心
の
支
え
と
な
っ
た
故
広
瀬
啓
宣
師
の
弟
子
で

あ
っ
て
、
ま
さ
に
北
海
道
開
拓
間
数
の
尊
い
生
き

証
人
と
い
え
る
(
写
真
2
)
。
こ
こ
で
は
最
近
幸
い

に
も
子
息
が
後
継
の
手
続
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

(
E
寺
)

開
拓
労
働
の
息
吹
き
と
と
も
に
育
て

ら
れ
た
信
仰
心
は
、
過
疎
と
い
う
困
難
に
直
面
し

て
も
絆
の
強
さ
を
ゆ
る
め
な
い
。
(
礼
文
町
船
泊
)

E
寺
は
日
本
の
最
北
に
あ
る
寺
院
で
あ
る
。
昭写真2 開拓関数を展開した広瀬啓宣師と弟子達(昭和i3年小樽市妙龍寺にて)

和
六
〇
年
に
若
い
住
職
夫
妻
が
新
任
し
て
檀
家
の

か
け
る
期
待
は
大
き
い
。
「
日
蓮
宗
の
為
に
は
、
今

ま
で
の
二
倍
も
三
倍
も
骨
折
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
。

命
日
に
は
、
皆
、
待
っ
て
い
る
よ
。
雪
あ
げ
の
春
の

お
彼
岸
を
勤
め
て
ほ
し
い
」
と
、
檀
家
の
一
人
は

熱
を
込
め
て
語
る
。

女
性
が
世
話
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
て
、
和
讃

講
が
盛
ん
。
題
目
修
行
を
中
心
と
し
た
先
祖
回
向

や
法
楽
加
持
に
二
〇
⊥
二
〇
人
が
集
り
行
わ
れ
て

い
る
。
人
々
の
信
仰
心
に
は
、
か
つ
て
の
開
拓
者

達
と
同
じ
熱
い
も
の
が
流
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
。昭

和
三
九
年
に
七
〇
戸
あ
っ
た
檀
家
は
、
六
一

戸
に
減
っ
て
い
る
。
寺
門
の
経
営
の
苦
し
さ
が
推

察
さ
れ
、
住
職
の
兼
職
も
考
え
ら
れ
る
が
、
檀
信

徒
は
そ
れ
を
望
ま
ず
、
物
心
両
面
の
外
護
を
約
束

し
て
お
り
懸
命
に
そ
れ
を
実
行
し
て
い
て
、
供
養

の
品
が
絶
え
な
い
と
い
う
。

今
で
こ
そ
過
疎
が
進
ん
で
い
る
か
つ
て
の
開
教

の
地
、
日
本
の
最
北
の
寺
院
に
結
ぶ
寺
檻
の
絆
に

は
強
い
も
の
が
あ
る
。

《
ま
と
め
)

か
つ
て
、
島
の
隆
盛
と
共
に
、
幾
人
も
の
関
数

布
教
師
が
教
練
を
張
っ
た
町
に
は
、
依
然
と
し
て

今
で
も
、
強
い
信
仰
心
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

が
、
教
師
の
姿
に
は
、
ニ
シ
ン
漁
の
不
漁
と
共
に

生
じ
た
構
造
的
不
況
の
中
で
揺
れ
る
檀
信
徒
を
、

ど
の
よ
う
に
教
化
し
て
ゆ
く
の
か
、
寺
院
護
持
を

ど
の
よ
う
に
し
て
ゆ
く
の
か
、
苦
悩
が
う
か
が
え

る
。
離
島
の
過
疎
地
で
の
布
教
は
、
教
師
と
寺
族

の
身
命
を
お
し
ま
な
い
、
渾
身
の
努
力
に
よ
っ
て
、

辛
く
も
支
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
現
実
を
「
日
蓮
一
門
」

の
我
々
が
、
こ
の

ま
ま
に
し
て
よ
い
か
ど
う
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
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